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令和５年度習志野市公営企業運営協議会第２回会議 会議録 

 

１ 開催日時 令和５年８月３１日（木曜日）午後２時３０分～午後３時３０分 

 

２ 開催場所 習志野市企業局 本館３階ＡＢ会議室 

 

３ 出席者 

   【議長】 右島 信幸 

   【委員】 香取 裕子、鈴木 淳一、鈴木 とし江、田尻 正代、 

伊達 佳子、森 英樹、山谷 敏信 

   【職員】 企業管理者   市川 隆幸、業務部長   渡辺 裕之、 

        工務部長    鈴木  竜、業務部参事  真田 知幸、 

        工務部次長   御山 俊行、 

        工務部副技監（下水道課長）        山﨑  昇、 

        工務部副技監（津田沼浄化センター所長）  鈴木 治夫、 

        企業総務課長  柴野 文明、公営企画課長 米山 悟史、 

        経理課長    藤倉 雅樹、営業料金課長 吉川 充定、 

業務部主幹   望月 伸高、 

工務管理課長  安孫子 司、 

ガス水道建設課長 安井 直人、 

        ガス水道供給課長 矢島 淳一、 

        ガス水道保安課長 盛 康二 

          

４ 議題  （１）令和４年度習志野市公営企業会計決算概要（案）について 

      （２）令和４年度経営戦略進捗状況評価について 

 

５ 会議資料 ・会議次第 

       ・令和４年度習志野市公営企業決算概要（ガス・水道・下水道事業会計） 

       ・習志野市経営戦略進捗管理（令和４年度分） 

       ・ガス事業経営戦略 進捗状況評価表（令和４年４月～令和５年３月） 

       ・水道事業経営戦略 進捗状況評価表（令和４年４月～令和５年３月） 

       ・下水道事業経営戦略 進捗状況評価表（令和４年４月～令和５年３月） 

 

６ 議事内容 

【右島議長】それでは、「令和５年度習志野市公営企業運営協議会第２回会議」を開会

いたします。本日の会議は、「習志野市審議会等の設置及び運営等に関する指針」によ
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り、原則公開となっております。ただし、内容により、公開・非公開の判断が必要とな

った際は、その都度、お諮りしますがよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

【右島議長】日程第１、会議録の作成についてです。会議録については、要点筆記とし、

会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会議内容、発言委員の名前及び

所管課名を記載した上で、市ホームページ及び市役所のグラウンドフロアの情報公開コ

ーナーにおいて公開したいと考えますが、御異議ありませんか。 

 

異議なし 

 

【右島議長】日程第２、会議録署名委員の指名についてです。会議録の作成にあたり、

正確性、公正性を期すため、名簿順で田尻正代委員を指名させていただきたいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

 

 異議なし 

 

【右島議長】田尻正代委員を指名させていただきます。 

 

【右島議長】日程第３、議題に移ります。議題１「令和４年度習志野市公営企業会計決

算概要（案）」について事務局より説明をお願いします。 

 

【経理課長 藤倉】 

＜「令和４年度習志野市公営企業会計決算概要（案）」について説明＞ 

令和４年度習志野市公営企業決算の概要につきまして、ガス事業、水道事業、下水道

事業会計の順にご説明いたします。 

１ページをご覧ください。ガス事業会計の概要であります。令和４年度末メーター取

付件数は、集合住宅の設置などにより、１７８件増の８万１千８１６件、対前年度比０．

２％の増となりました。ガス販売量は、工業用及び家庭用の需要が減少したことにより、

５千６７２万６千立方メートル、対前年度比６．９％の減となりました。令和４年度末

ガス本支管総延長数は、４４万９千５２３メートル、４年度の本支管布設延長数は、新

設・入替等２千６５６メートル布設いたしました。 

次の２ページをご覧ください。販売量及びガス売上の推移であります。過去５年間の

推移を表したものであります。 

初めに、赤い折れ線グラフの販売量でありますが、令和４年度は、工業用及び家庭用
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の需要が減少したことにより、前年度に比べ、４１８万７千立方メートル減の５千６７

２万６千立方メートルとなりました。 

次に、青い棒グラフのガス売上でありますが、令和４年度は、販売量は減少したもの

の、原料である外国産天然ガスの価格が前年度に比べ大きく上昇したため、原料費調整

制度によりガス料金が高く推移し、ガス売上は前年度に比べ、１７億４千６０６万１千

円増の７４億１千６４９万８千円となりました。 

次の３ページをご覧ください。参考といたしまして、平成３０年度から令和４年度ま

での平均原料価格の推移をグラフに表しました。緑色の矢印を見ていただくと分かりま

すように、令和４年度の平均原料価格は、４月の８万５千８９０円から１月には１４万

６千２５０円まで上昇、その後、１３万５千９４０円まで下降しています。 

次の４ページをご覧ください。前のページの表を令和４年度分だけを抜き出し、ガス

料金の推移と比較し、グラフに表しました。上段の折れ線グラフは平均原料価格、下段

の折れ線グラフは、一般家庭で１か月あたりの平均使用量３０立方メートル、ガスを使

用した場合のガス料金を表しています。令和４年度の平均原料価格は、上段の折れ線グ

ラフのとおり、１２月から３月までは、原料費調整の上限値である１３万３千２８０円

を超えているため、ガス料金は、１３万３千２８０円を基に算出、上限値を超えた分の

ガス料金については、お客様に転嫁せず、企業局が負担しました。また、２月分、３月

分のガス料金については、国の補助金による値引きがありました。これらのことから、

平均原料価格が上昇した中にあっても、お客様が負担するガス料金については、令和４

年４月分、１か月あたり４千４８８円に対し、令和５年３月分は、１か月あたり４千４

０１円となり、１．９パーセント下落しています。 

次の５ページをご覧ください。令和４年度ガス事業の収益的収支の科目別構成比であ

ります。表記については、百万円単位で表しております。収益的収支とは、１年間の経

営活動に伴って発生する全ての収益と費用であります。円グラフの左側は事業収益、右

側は事業費用を表しております。円グラフ左側の事業収益は、ガス売上や受注工事収益

などの営業雑収益などとなっており、令和４年度の事業収益は、８１億６千２００万円、

対前年度比２８．０％の増となりました。対します、円グラフ右側の事業費用は、購入

ガス費や減価償却費などとなっており、令和４年度の事業費用は、７９億円、対前年度

比２９．８％の増となりました。その結果、円グラフ下、ピンク色の部分の事業収益か

ら事業費用を差し引いた当年度純利益は、２億６千２００万円、対前年度比８．９％の

減となりました。この当年度純利益の減少は、主に検定満期を迎え、修理するガスメー

ター数の増加に伴い修繕費が増加したことや、退職給付費が増加したことなどによるも

のです。 

次の６ページをご覧ください。令和４年度ガス事業の資本的収支の科目別構成比であ

ります。表記については、百万円単位で表しております。資本的収支とは、設備投資や

企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入であります。円グラフの左側は資
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本的収入、右側は資本的支出を表しております。円グラフ左側の資本的収入は、長期貸

付に伴う債権の回収金である、投資その他の資産や工事負担金となっており、令和４年

度の資本的収入は、３億３千１００万円、対前年度比２．６％の減となりました。対し

ます、円グラフ右側の資本的支出は、建設改良費や長期貸付に伴う、投資その他の資産

などとなっており、令和４年度の資本的支出は、１２億７千９００万円、対前年度比１

１．３％の増となりました。その結果、収支については、収入が支出に対して７４．１％

不足しており、この、資本的収入が資本的支出に不足する資本的収支不足額は、赤い点

線のとおり、９億４千８００万円となります。 

次の７ページをご覧ください。ガス事業の資本的収支不足額であります。表記につい

ては、百万円単位で表しております。前のページでお示ししましたが、赤い点線の、資

本的収支不足額、９億４千８００万円については、現金支出の伴わない減価償却費など、

内部に留保した、過年度分損益勘定留保資金４億６千８００万円、過去の純利益を剰余

金の処分により積み立てた減債積立金３千７００万円、建設改良積立金３億７千６００

万円を取り崩すなどで補てんしております。 

次の８ページをご覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益２億６千１

５２万３千円に、利益剰余金変動額４億１千３３１万１千円を加えた、当年度未処分利

益剰余金６億７千４８３万４千円を、ガス本支管等の設備投資積立金の建設改良積立金

に２億６千１５２万３千円を積み立て、資本金に４億１千３３１万１千円を組入れしよ

うとするものであります。 

次の９ページをご覧ください。近隣ガス事業者料金比較表であります。消費税等を含

んだ金額で記載しております。前年度である令和３年度末のガス料金は、習志野市を１

とした場合、近隣ガス事業者は、１．２６倍から１．２８倍となりましたが、令和４年

度末のガス料金は、表のとおり、近隣ガス事業者と比較し、１．４１倍から１．４２倍

となり、料金差が広がっております。この主な要因といたしましては、近隣ガス事業者

は、国によるガス小売全面自由化が進められる中で、原料費調整の上限値を撤廃又は見

直しを行っているのに対し、本市は、上限値を変更していないことによるものです。以

上がガス事業会計の概要です。 

次の１０ページをご覧ください。続きまして、水道事業会計の概要であります。令和

４年度末メーター取付件数は、集合住宅の設置などにより、２６７件増の５万９千４５

７件、対前年度比０．５％の増となりました。年間有収水量は、一般家庭等の需要が減

少したことに加え、一部の大口需要の減少により、１千１２３万２千立方メートル、対

前年度比２．１％の減となりました。令和４年度末水道本支管総延長数は、３１万９千

１８０メートル、４年度の本支管布設延長数は、新設・入替等３千５４１メートル布設

いたしました。 

次の１１ページをご覧ください。地下水量と受水量の推移であります。過去５年間の

推移を表したものであります。水色は、自家井戸の地下水量、オレンジ色は、利根川水
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系の江戸川から取水した、北千葉広域水道企業団からの受水量であります。水源につき

ましては、安定的な水源確保と経営視点から、北千葉広域水道企業団からの受水量を増

やし、井戸にかかる負担を軽減し、延命化を図っております。令和４年度は、井戸の経

年化が進む中で、令和３年度と比較し、北千葉広域水道企業団からの受水量は、更に増

量しています。 

次の１２ページをご覧ください。有収水量及び給水収益の推移であります。過去５年

間の推移を表したものであります。 

初めに、赤い折れ線グラフの有収水量でありますが、令和４年度は、一般家庭等の需

要が減少したことに加え、一部の大口需要の減少により、前年度に比べ、２３万５千立

方メートル減の１千１２３万２千立方メートルとなりました。 

次に、青い棒グラフの給水収益でありますが、令和４年度は、主に一般家庭の需要が

減少した影響により、前年度に比べ、１千９２７万３千円減の１６億３千７４２万３千

円となりました。 

次の１３ページをご覧ください。設備投資の推移であります。過去５年間の推移を消

費税込みの金額で表しております。青色の令和４年度建設改良費全体としては、前年度

に比べ７００万円減の８億３千３００万円となっておりますが、継続的に本支管の耐震

化などを実施する必要があることから、令和４年度は、企業債を１億８千１００万円借

り入れ、整備を行っているところであります。 

次の１４ページをご覧ください。令和４年度水道事業の収益的収支の科目別構成比で

あります。円グラフ左側の事業収益は、給水収益や長期前受金戻入などの営業外収益な

どとなっており、令和４年度の事業収益は、２０億８千８００万円、対前年度比１．４％

の減となりました。対します、円グラフ右側の事業費用は、減価償却費や北千葉広域水

道企業団からの受水費などとなっており、令和４年度の事業費用は、２０億１千９００

万円、対前年度比４．３％の増となりました。その結果、円グラフ下、ピンク色の部分

の事業収益から事業費用を差し引いた当年度純利益は、６千９００万円、対前年度比６

２．２％の減となりました。なお、当年度純利益の減少は、主に電気料金の高騰に伴う、

動力費の増加や給水収益が減少したことなどによるものであります。 

次の１５ページをご覧ください。令和４年度水道事業の資本的収支の科目別構成比で

あります。円グラフ左側の資本的収入は、給水装置を新設又は改造する場合に発生する

納付金や工事負担金、設備投資に伴う企業債の借入れなどとなっており、令和４年度の

資本的収入は、５億２千８００万円、対前年度比１７５．７％の増となりました。対し

ます、円グラフ右側の資本的支出は、建設改良費や企業債償還金となっており、令和４

年度の資本的支出は、１０億５千１００万円、対前年度比１．３％の減となりました。

その結果、収支については、収入が支出に対して、４９．８％不足しており、この資本

的収入が資本的支出に不足する資本的収支不足額は、赤い点線のとおり、５億２千３０

０万円となります。 
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次の１６ページをご覧ください。水道事業の資本的収支不足額であります。前のペー

ジでお示ししましたが、赤い点線の資本的収支不足額５億２千３００万円については、

現金支出の伴わない減価償却費など、内部に留保した過年度分損益勘定留保資金４千９

００万円、過去の純利益を剰余金の処分により積み立てた減債積立金２億１千８００万

円、建設改良積立金１億７千８００万円を取り崩すなどで補てんし、残額３千６００万

円については、同意済企業債の未発行分をもって、翌年度において措置します。 

次の１７ページをご覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益６千９４

５万７千円に利益剰余金変動額３億９千５９５万２千円を加えた当年度未処分利益剰

余金４億６千５４０万９千円を、借入企業債の償還のための減債積立金に６千９４５万

７千円を積み立て、資本金に３億９千５９５万２千円を組み入れしようとするものであ

ります。 

次の１８ページをご覧ください。北千葉広域水道企業団構成団体料金比較表でありま

す。消費税等を含んだ金額で表しております。内容につきましては、記載のとおりであ

ります。以上が水道事業会計の概要です。 

次の１９ページをご覧ください。続きまして、下水道事業会計事業の概要であります。

年間総処理水量は、２千６１４万２千立方メートル、対前年度比５．９％の減となりま

した。年間有収水量は、一般家庭等の需要が減少したことに加え、一部の大口需要の減

少により、１千７７８万立方メートル、対前年度比１．９％の減となりました。令和４

年度末下水道管総延長数は、５２万３千９６９メートル、４年度の下水道管整備延長数

は、７５０メートルであります。なお、令和４年度末下水道普及率は、前年度と同率の

９５．６％となっております。 

次の２０ページをご覧ください。有収水量及び下水道使用料の推移であります。過去

５年間の推移を表したものであります。 

初めに、赤い折れ線グラフの有収水量でありますが、令和４年度は、一般家庭等の需

要が減少したことに加え、一部の大口需要の減少により、前年度に比べ、３４万６千立

方メートル減の１千７７８万立方メートルとなりました。 

次に、青い棒グラフの下水道使用料でありますが、令和４年度は、有収水量の減少よ

り、前年度に比べ、４千５８２万１千円減の２７億７千４１５万７千円となりました。 

次の２１ページをご覧ください。設備投資の推移であります。過去５年間の推移を消

費税込みの金額で表しております。令和４年度は、前年度に比べ９億７千１００万円増

の３６億８千７００万円となっております。設備投資の増加は、主に鷺沼放流幹線下水

道建設工事の工事費などが増加したことなどによるものであります。 

次の２２ページをご覧ください。令和４年度下水道事業の収益的収支の科目別構成比

であります。円グラフ左側の事業収益は、下水道使用料や長期前受金戻入などの営業外

収益などとなっており、令和４年度の事業収益は、６２億１千万円、対前年度比１．３％

の増となりました。対します、円グラフ右側の事業費用は、減価償却費や委託料などと
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なっており、令和４年度の事業費用は、前年度とほぼ同額の５５億７千６００万円とな

りました。その結果、円グラフ下、ピンク色の部分の事業収益から事業費用を差し引い

た当年度純利益は、６億３千４００万円、対前年度比１３．５％の増となりました。な

お、当年度純利益の増加は、主に雨水経費の増加に伴い、収益である雨水処理負担金の

増や支払利息の減などによる費用の減少によるものであります。 

次の２３ページをご覧ください。令和４年度下水道事業の資本的収支の科目別構成比

であります。円グラフ左側の資本的収入は、企業債や国県補助金などとなっており、令

和４年度の資本的収入は、４９億２千５００万円、対前年度比７７．０％の増となりま

した。対します、円グラフ右側の資本的支出は、建設改良費や企業債償還金となってお

り、令和４年度の資本的支出は、５７億５千７００万円、対前年度比１９．６％の増と

なりました。その結果、収支については、収入が支出に対し、１４．５％不足しており、

この、資本的収入が資本的支出に不足する資本的収支不足額は、赤い点線のとおり、８

億３千２００万円となります。 

次の２４ページをご覧ください。下水道事業の資本的収支不足額であります。前のペ

ージでお示ししましたが、赤い点線の、令和４年度決算で資本的収入が資本的支出に不

足する、資本的収支不足額は、８億３千２００万円となっております。ただし、資本的

収入の内、前年度帰属分企業債７億６千１００万円を除いた実質的資本的収入は、４１

億６千４００万円となり、令和４年度の実質的資本的収支不足額は１５億９千３００万

円となります。この実質的資本的収支不足額については、現金支出の伴わない減価償却

費など、内部に留保した当年度分及び過年度分損益勘定留保資金９億７千３００万円、

過去の純利益を剰余金の処分により積み立てた減債積立金４億７千６００万円を取り

崩すなどで補てんします。 

次の２５ページをご覧ください。一般会計繰入金の内訳であります。下水道事業につ

きましては、「雨水公費・汚水私費」の原則のもと、雨水にかかる経費を、国の繰出基

準に基づき、一般会計から、繰り入れをしており、青色の雨水処理負担金、ピンク色の

他会計補助金、灰色の他会計出資金により、繰入金の総額は、１３億２千８３５万９千

円となります。 

次の２６ページをご覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益６億３千

４０９万円に利益剰余金変動額４億７千５８７万１千円を加えた当年度未処分利益剰

余金１１億９９６万１千円を、借入企業債の償還のための減債積立金に６億３千４０９

万円を積み立て、資本金に４億７千５８７万１千円を組み入れしようとするものであり

ます。 

次の２７ページをご覧ください。近隣市下水道使用料比較表であります。消費税等を

含んだ金額で表しております。内容につきましては、記載のとおりであります。以上が

下水道事業会計の概要です。 

次の２８ページをご覧ください。習志野市企業局では、職員の意識の向上と、組織の
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結束力をさらに高めるため、習志野市企業局のブランドメッセージ「わたしが支えるあ

したのくらし」を合言葉にこれからも経営の健全化と保安体制の強化に努め、信頼され

る企業局を目指してまいります。以上で、令和４年度ガス、水道、下水道事業会計の決

算概要説明を終わりにさせていただきます。 

 

【右島議長】事務局から説明がありましたが、御意見、御質問がございましたら、挙手

をもってお願いします。 

 

【森委員】どの事業も損益でいうとプラスで一応終わっているということですが、ガス

事業におきましては、購入量がかなり減っていて、毎年節約志向で減ってはきているの

ですが、今回の減り幅が少し大きかったような気がします。先ほど大規模利用者、工場

等の節約等でというようなお話もあったと思いますが、今回、特に何が影響したのかを

お伺いしたいです。 

あとは、資本的収支に関しては、消費税抜きで計算している理由はなぜか、というとこ

ろをお伺いしたいです。どれもかなり不足していて、特に水道事業に関しては、本年度

では賄えず、来年以降に据え置くというような状況になっているのですが、それも理由

があってのことなのかということをお伺いしたいです。 

 

【業務部主幹 望月】購入量減少の要因についてお答えさせていただきます。まず、販

売量が減少したことが一番大きな要因となっています。販売量の減少の要因といたしま

しては、令和４年度においては、工業用のお客様で、大幅に減少しているお客様がいま

す。こちらのお客様というのは、非常に多くのガスをご利用いただいているお客様で、

生産量が減少したという関係で、ガスの使用量が減少しています。 

もう１点、家庭用の販売量も前年と比べて減少しております。家庭用の販売量につき

ましては、ガスの需要のピーク期である、１２月から３月の間の平均気温が前年よりも

高かったということで、ガスの使用量が家庭用で減少してしまいました。 

そして、秋口から続く光熱費、物価等の高騰に伴う節約意識の高まりなどもあり、家庭

用が減少したのではないかというふうに推察しています。それが購入量減少の要因に繋

がっています。 

 

【経理課長 藤倉】先ほどのご質問で、水道事業会計の資本的収支の部分で、翌年度に

繰り越すというお話をさせていただいた部分についてご説明させていただきます。 

公営企業会計では、年度末において工事が竣工はしたのですが、その支払いが翌年度に

なる場合は、費用は未払金として整理します。一方で、収入の企業債については、現金

の収入をもって予算執行すべきとなっていることから、工事が竣工したものの、現金収

入がなければその企業債の当該年度は未収金として、決算整理をすることが認められて
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おりません。 

 このことから今回は、未払金の工事について支出はするのですが、それに対応する企

業債の収入が、まだ現金化されていないので、その部分については、翌年度の企業債を

持って措置するもので、特に足りないというわけではない状況でございます。 

また、基本的には収益的収支につきましては、決算において税抜きで表記をさせてい

ただいており、資本的収支につきましては、この概要については消費税込みの金額で表

示させていただいています。 

 

【森委員】１点目の販売量が大幅に減少している一つの要因で、工業会社の生産量が減

ったっていうところで、かなり減っているのかなというようなイメージです。あと、平

均気温で家庭用などもあるというお話ですが、その辺がすこし心配です。一つの大きな

企業に影響を受けるというのも心配なところでございます。 

２点目、３点目のところで、企業債の水道事業の資本的収支変更にて、収入の企業債

３４.３％で１億８千１００万円という、ここには計上される未収自体が立ってないと

いうことでしょうか。 

 

【経理課長 藤倉】ここの１億８千１００万円には、入っておりません。１６ページの

方で記載しておりますように、不足分の５億２千３００万円については、過年度分損益

勘定留保資金と減債積立金、建設改良積立金、消費税等と、今回の令和４年度の工事の

一部に、企業債の借り入れをし、工事を竣工はしましたが、年度末で竣工したので、令

和４年度に借り入れをしてないので、翌年度において借り入れをする、同意済企業債未

発行分３千６００万円をもって補てんしますということになります。 

 

【業務部長 渡辺】少し補足させていただきます。令和４年度の工事で、企業債の対象

の工事がございました。その工事が年度末に竣工しました。ということで、会計上、費

用は未払金として令和４年度の費用に計上されます。しかしながら、企業債は現金を支

払ってから借りることしかできませんので、未払金で令和４年度に計上したのですが、

その未払金を払うのが翌年度の４月なので、その分に対する企業債は令和４年度で借り

入れるので翌年度の措置という表現になっているということです。 

 

【森委員】 

資本的収入の５億２千８００万円の中に企業債が１億８千１００万円あるのですが、そ

こに残りの３千６００万円は入ってないですよね。 

 

【経理課長 藤倉】入っておりません。あくまでも１億８千１００万円は借りることが

できたのですが、その不足額の残りの３千６００万円については、借り入れることがで
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きませんでした。ですが、工事としては竣工しています。そのため、令和５年度に借り

入れています。 

 

【森委員】いずれにしても、全部使ってしまってさらに足りないのがこれ、というわけ

ではないのですね。 

 

【経理課長 藤倉】ありません。あくまでも年度末に工事が竣工し、ちょうどそれが企

業債を借りる工事だったので、支払いが次年度になってしまった。よって、企業債を借

りることができなかったということです。 

 

【森委員】消費税及び地方消費税の資本的収支調整額４千２００万円というのが、税込

みで処理しているからでしょうか。 

 

【経理課長 藤倉】そうです。令和４年度決算における資本的収支の部分の仮払い消費

税から借り受け消費税と、控除対象外仮払い消費税を差し引いた額の金額です。 

 

【鈴木 淳一委員】ガス事業、水道事業、下水道事業それぞれ純利益が出ているという

ことの認識はあるのですが、ただ、ガス事業、水道事業に関して前年比マイナスという

数字の結果だという報告を受けまして、その中でガスは特に世界情勢、原料価格がかな

り上がっています。それにつられてガス料金も上がってきていたのですが、上限設定が

あるということで、４年度当初とほぼ年度末は変わらないガス料金に、推移したという、

それは我々にとって家庭にとってありがたいことなのですが、他の民営ガス会社さんは

上限設定を撤廃したということで料金が習志野市と比べて１.５倍近く高いという部分

を、習志野市は今上限設定があるのでこの金額で推移したと。今後、この先、まだ世界

情勢も見えない中で現状もどうなっていくかわからない中で、この上限設定というもの

は、この先どれぐらいしていってもらえるのでしょうか。その見込みを立ててあるのか

をちょっとお聞きしたいです。 

 

【業務部主幹 望月】原料費調整の上限についてお答えさせていただきます。民間のガ

ス事業者様につきまして、京葉ガス様は、原料費調整の上限を撤廃されています。東京

ガス様は、上限はまだございます。ただし、原料費高騰に伴いまして、上限を段階的に

引き上げるというような措置をし、損失を抑えているというような状況です。 

我々習志野市につきましては、現段階において、上限を撤廃するというような考えは今

のところはございません。 

 しかし、円安や原油価格の高騰などが要因で、今後、また原料価格が大幅に上昇する、

そういったことも考えられます。前年度のように一時的な上昇であれば、多少利益が減
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る程度で済むのですが、その上限を超えた状態が長期的に継続するとか、そういったこ

とが見込まれるような状況になれば、引き上げや、撤廃も検討しなければならないこと

もありますが、今のところは、そういったことは考えてございません。 

 

【鈴木 淳一委員】ぜひ頑張っていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

【田尻委員】有収水量と下水道についてなのですが、一般家庭の需要と、それから一部

工場が使われなくなって減ったということなのですが、単純に考えると、水道使えなく

なっても下水道は使うのではないかなと思うのですが、なぜ下水道の使用量も減ってし

まうのでしょうか。 

 

【公営企画課長 米山】基本的には水道メーターの使用量で下水道の使用量を量ってい

ますので、水道の有収水量が減少すれば、同様に、下水道も使用量が減少いたします。

ほとんどのお客様が下水道をお使いになられているのですが、浄化槽もございますが、

井戸とか、或いは工業用水、こちらをご利用されている方についても、下水道料金はし

っかりといただいております。ですので、基本的に上水道の有収水量が減れば、下水道

の有収水量も減る仕組みになっております。 

 

【右島議長】続きまして、議題２「令和４年度経営戦略進捗状況評価」について事務局

より説明をお願いします。 

 

【公営企画課長 米山】 

＜「令和４年度経営戦略進捗状況評価」について説明＞ 

資料のご説明の前に経営戦略について簡単にご説明いたします。 

企業局では、基本理念、ガス事業・水道事業・下水道事業を通じて、このまちの生活

を守り「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～ならしの」の実現に取り組

むべく、令和２年度から令和１１年度までの計画期間１０年において、市民生活や経済

活動に欠くことのできないインフラ・ストラクチャーとしての持続可能な健全経営を実

現するため、それぞれの事業ごとに経営戦略を策定いたしました。この経営戦略の令和

４年度における進捗状況について、お手元の資料に沿ってご説明いたします。 

評価方法は、類型１、実績数値により進捗状況を評価する項目については、達成率に

応じて、達成率１００％以上をＡとし、達成率２４％以下までのＥ、の５段階で評価を

いたします。 

類型２、施策進捗状況により進捗状況を評価する項目については、Ａの計画どおり進

捗しているから、Ｅの未着手までの５段階で評価いたします。 
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はじめにガス事業経営戦略の進捗状況について、でございますが、取組方針は大きく

４つに分類され、①安定供給の確保、②持続可能な健全経営、③災害に強いライフライ

ンの構築、④お客様サービスの向上の他、将来に向けた検討事項があり、全部で２３の

評価項目のうち、Ａ評価が１８項目で全体の７８％、Ｂ評価が４項目の１８％、Ｃ評価

が１項目の４％であり、Ａ評価とＢ評価合わせて、２２項目９６％の施策が概ね進捗し

ている結果となりました。 

Ｃ評価の主な理由は、各種危機管理マニュアルの策定及び改定に遅れが生じているこ

とによるものです。 

続きまして、水道事業経営戦略の進捗状況でございます。 

取組方針と将来に向けた検討事項は、ガス事業と同様４つに分類され、評価項目は全部

で２５項目あり、そのうち、Ａ評価が２３項目で全体の９６％、Ｂ評価及びＣ評価がそ

れぞれ１項目、全体の４％となりました。 

Ａ評価とＢ評価合わせて２４項目９６％の施策が概ね進捗している結果となりました。 

Ｃ評価はガス事業と同様に各種危機管理マニュアルの策定及び改定に遅れが生じてい

ることによるものです。 

最後に、下水道事業経営戦略の進捗状況でございます。 

取組方針は大きく４つに分類され、①下水道整備の推進、②持続可能な健全経営、③

下水道施設の機能維持、④お客様サービスの向上の他、将来に向けた検討事項があり、

全部で２４の評価項目のうち、Ａ評価が１６項目で全体の６７％、Ｂ評価が６項目の２

５％、Ｃ評価が２項目の８％であり、Ａ評価とＢ評価合わせて２２項目９２％の施策が

概ね進捗している結果となりました。 

Ｃ評価の主な理由は、ガス・水道事業と同様に各種危機管理マニュアルの策定及び改

定に遅れが生じていること、汚水幹線の管路施設の耐震工法検討業務を予定していまし

たが、管路施設の接続先である他事業者管理施設で排水障害が生じており、当該施設も

影響を受けていたことから業務に必要な調査が出来なかったため、業務を見送ったこと

によるものです。 

以上が習志野市経営戦略進捗管理の概要となりますが、今後も引き続き経営戦略の推進

に努めてまいります。 

なお、評価の詳細につきましては、後ほど、ガス・水道・下水道それぞれの進捗状況

評価表をご参照いただければと思います。説明は以上でございます。 

 

【右島議長】事務局から説明がありましたが、御意見、御質問がございましたら、挙手

をもってお願いします。 

 

質疑なし 
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【右島議長】それでは、最後にその他として、何かございましたらお願いします。 

 

【鈴木とし江委員】これからガスフェスタがありますよね。実は新聞で見たのですが、

空気が入った遊具で子供たちが上から滑ってけがをしたというのが、新聞に載っていた

のですが、今回もし企業局がやるのであれば、子供たちは楽しいでしょうけど、気を付

けてほしいなということを要望しておきます。 

 

【業務部長 渡辺】 

今回も、ガスフェスタで空気が入った滑り台を予定してございます。そこのところは職

員をしっかり配置し、お子様にけがをさせないよう、対応して参ります。 

 

【公営企画課長 米山】令和５年度習志野市公営企業運営協議会第１回会議におきまし

て、鈴木とし江委員よりご質問いただきました、水道事業における現金預金残高の今後

について、回答させて頂ければと思います。 

前回、水道事業の現状をご説明させて頂いた際に、現金預金残高が年々減少傾向にあ

り、平成２９年度には約６４億円あったものが令和３年度においては約３４億円となっ

て、減少する主な理由といたしまして、料金収入となる有収水量の減少や施設の更新、

耐震化に伴う建設費用の増加によるものとご説明させていただきました。その際に現行

の料金のまま事業運営した場合と、県営水道料金と同額に料金を引き上げた場合におい

てその後どうなるのか、いつ資金がショートするかとのご質問をいただいた件について、

それぞれ回答させていただきます。 

それぞれお金を借りない、起債しない条件で、現行の水道料金のままで事業運営を行

った場合、令和１０年度で約１４億円の現金預金が令和１１年度にマイナス３億５千万

円、県水と同額で事業運営した場合、令和１１年度で約３千万円弱の現金預金が令和１

２年度にはマイナス８億円弱と資金がショートする見込みです。急激な預金の減少は、

現行計画において、第３給水場の更新を予定しているためであり、現在、改定作業を行

っている令和６年度から１５年度における経営戦略においては、施設の統廃合により、

この更新にかかる費用の縮減に向けた検討をしているところでございます。また、この

ような突出した建設投資については、起債等で対応してまいります。県水と同額、現行

の水道料金のまま事業運営した場合、いずれにしても、遅くとも令和１２年度にはマイ

ナスになるという見込みです。 

 

【鈴木 とし江委員】県水と同額で事業運営した場合でも、令和１２年度では資金がマ

イナスになるということですか。 

 

【公営企画課長 米山】一つ目は、今の料金のまま事業運営した場合。二つ目は、本市
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と比べて約２２％ちょっと高いのですが、県営水道の料金で事業を運営した場合。いず

れも、令和１１年度において、第３給水場の更新工事が大規模で、その工事の影響があ

り、県営水道並みに料金を上げたとしても、その第３給水場というものを更新すると、

結果的には資金がマイナスになるというような見込みでございます。今後は、第３給水

場、多額な費用が更新についてかかりますので、施設の統廃合も含めて、現在見直しを

行っています。その費用を縮減して、資金がショートしないよう、今後も健全な経営が

できるように進めて参りたいと思います。 

 

【鈴木 とし江委員】企業局さんが、いろんなことをこれからもっと検討して答えを出

す、というように受け止めればよろしいでしょうか。こちらからもいろんな見方をして、

市民にも迷惑がかからず、企業局もマイナスが多くならないように経営戦略をこれから

見直していく、とご返答いただいたというふうに解釈してよろしいでしょうか。 

 

【公営企画課長 米山】その通りでございます。 

 

【企業管理者 市川】現行の計画ではマイナスになってしまいます。そのため、今後の

方針については計画を見直して、縮減を図れる方法があるのかどうかを考え、施設の更

新費用を圧縮する。また、以前からお話しているように、収入について、料金改定をさ

せていただいて、収入を増やす。その二つの方法で、今後、費用がショートしない計画

を立てます、ということです。 

 

【右島議長】本日の日程は以上となります。これをもちまして、令和５年度習志野市公

営企業運営協議会第２回会議を閉会します。 


